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研究の背景 
肝炎対策基本法には、国及び地方公共団体は、肝炎医療に関する情報の収
集及び提供を行う体制を整備するために必要な施策を講ずるとともに、肝
炎患者等、その家族及びこれらの者の関係者に対する相談支援等を推進す
るために必要な施策を講ずるものとする、と明記されている。また、肝炎
対策の推進に関する基本的な指針の第1の（6）にも、肝炎患者等及びそ
の家族の等に対する相談支援や情報提供の充実、と明記されている。 

研究の目的 
1)肝疾患患者を対象とした相談支援システム（アプリケーション）を構
築し、肝疾患患者の悩みの軽減、QOLの向上を目指すことを目的とする。 
 
2）C型肝炎の新規抗ウイルス療法のデータの集積と解析をおこなう。 
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肝疾患患者相談支援システムの概要 

タブレット端末,デスク上PC端末で操作する 

① 相談内容の記録・検索・編集 相談内容の記録・検索・編集すること
ができる。 

② 相談件数・動向の閲覧 全国ベースで患者の相談事項・関心事
の動向がタイムリーに分かる 

③ 模範回答事例の検索 

④ あなたならどう答えますか？ 

相談対応の模範事例が参照できる 

利用者間で意見交換ができる 

肝疾患患者相談支援システム 
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仮想専用サーバー（VPS） 
（運用業務外部委託会社） 

A施設 B施設 C施設 D施設 

A施設 B施設 C施設 D施設 

相談者検索情報や、個
人を特定出来る情報を

除いて、 
システム委員会にて 
開示情報を検討 

相談事例等を元に、 
個人情報等を省いた状態で、 
タイムリーな情報を各施設に 

フィードバック 

相談者属性、 
相談内容、 

対応内容の記録データを保存 
・サーバーから自施設の 

相談者属性・相談内容・相談対応
の記録データ参照 

統括責任者 
（主任研究者） 

システム管理者 
（主任研究者の指名） 

システム委員会 

患者さんの悩みに関する最新の傾向や情報 

監査責任者： 

本システムの監査をする責任者 
（主任研究者の指名） 

データベース 

相談支援システム 

肝疾患患者相談支援システムの運用管理に関する事項を定め、患者個人情報を
適正に扱うとともに、運用に関する正当性の確保を目的とした、肝疾患患者相
談支援システム運用管理規程を作成した。 
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相談支援システムの利用者の権限と機能概要 

 一般利用者権限：（医師、看護師、ソーシャルワーカー、その他） 
    全ユーザーが使える機能 

1. 自分自身で相談を受けた内容の記録・検索・編集ができる。 
2. 自施設の相談内容の検索ができる。 

 
 施設責任者権限：（本研究の分担研究者） 
    施設責任者が使える機能 

1. 自施設内の相談記録データをCSV形式でダウンロードできる。 
2. 自施設内の相談記録を模範回答事例の候補として登録できる。 
3. 施設責任者同士で意見交換ができる機能を使用できる。 

 
 コアメンバー権限：（主任研究者と他2名の計3名） 
    主任研究者に指名された医師が使える機能 

1. 各施設から模範回答事例の候補として登録された内容を評価し、コメントを返す
ことができる。 

2. ホットな話題など施設責任者と供に意見交換ができる機能を使用できる。 
 

 システム管理者権限：（主任研究者が指名した１名） 
1. 利用者に付与する権限、ユーザID、パスワードを一括して管理できる。 
2. Top画面のNewsを編集できる。 
3. 模範回答事例に採用された事例を回答事例にアップロードできる。 
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③コアメンバー     
（主任研究者の指名） 

②施設責任者         
（全施設に各１名） 

①一般利用者（相談員等の利用者） 

統括責任者（主任研究者） 

肝疾患相談支援システムの運用体系 

本支援システムの運用は、一般利用者（相談員等）・
施設責任者・コアメンバー（現：３名）で行う。 

システム委員会 
本支援システムは、統括責任者・システム管理者・監査責任者を
中心とするシステム委員会にて、システムの管理・保守を行う。 
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システム管理者 

監査責任者 



相談支援システムの稼働環境の概要 

 相談支援システムは、安全な仮想専用サーバー（ＶＰＳ）上にプログラムとデ
ータベースを置くことで稼働するように構築している。 

 
 利用者は、インターネットが利用できる環境下で、パソコンやタブレット端末の

Webブラウザを介して相談支援システムを利用できる。 
 
 相談記録はすべて暗号化して送受信され、データベースへは暗号化して保

存される。 
 

 印刷は、利用するパソコンやタブレット端末の設定に基づき、プリンターに出
力できる。ただし、印刷対象は制限された仕様で相談記録毎に１ファイルの
PDFが作成される。 
 

 相談記録データのダウンロード機能は、利用制限された利用者のみが利用
できる。 
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１． 相談内容の記録・検索・編集 

 
 
２． 相談件数・動向の把握 

 
 
３． 模範回答事例の検索 

 
 
４． あなたならどう答えますか？ 

 
 
５． 相談内容の記録・検索・編集における 
   「ユーザー権限による運用方法」 
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１． 相談内容の記録・検索・編集 
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①相談内容の記録・検索・編集をすることができる 
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①一般利用者権限 
全ユーザーが使える機能 



① 

② 

③ 

④ 
15 



① 
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① 
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① 
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肝疾患の原因、病態によって選択項目を細
かく分類できる。 

② 
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③ （診断・治療・療養）以外で、病気に関わる様々な悩みを選択することができる 
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④ 
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２． 相談件数・動向の把握 
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次ページに表示 

②全国ベースで患者の相談事項・関心事の動向が
タイムリーに分かる 
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月次：性別件数 

月次：年代別件数 
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月次：型別件数 

月次：病態別件数 
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３． 模範回答事例の検索 
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模範回答として承認された事例はTOPページメニュー
「模範回答事例の検索」から閲覧できる 

＊207件登録（7/5時点） 
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③相談対応の模範事例が参照できる 

＊模範回答が参考になった・・・、勉強になった・・・等の時に「いいね！」 
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４． あなたならどう答えますか？ 
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答えの難しい相談等、答えに迷った時、困った時やホットな話題について、 
コアメンバーや各施設責任者間で意見交換ができる。 

「話し合う相談内容を登録する」ボタンを押して、意見を聞きたい内容を入力すると下記
の様に表示される。 

登録された相談内容に関して、 「詳細」ボタンを押して意見やコメントを入力できる。 
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現在の病院に紹介状を準備してもらって、外
来診察にお越し下さい。 

難しい内容ですが、私なら○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× 
○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× 

先日、私は違う回答をしましたが問題ないでしょうか？ 
内容は○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× 

現在の病院に紹介状を準備してもらって、外
来診察にお越し下さい。 
最近このような相談が多く、私も異なる回答をしてました。 
内容は○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× ○× 

引き続き、コメントを 
一覧で表示 

あなたならならどう答えますか？ 相談内容一覧 

コアメンバー1 

施設責任者1 

施設責任者2 

最後のコメントの下に 
新規コメント入力ボックスを設置 
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５． 相談内容の記録・検索・編集における 
   「ユーザー権限による運用方法」   
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プレゼン時間の関係で省略しました。 



本相談支援システムの特徴 

【利便性の向上】 
 各相談対応者が自施設の相談内容の記録・検索・集計を行う事ができる。 

 

【全国の相談内容の動向把握、一部の情報の共有化】 
 自施設だけでなく、全国の拠点病院間の相談内容の動向の把握、一部相談 
  内容の情報の共有ができる。 

 

【情報の収集】 
 肝炎情報センターとして、各拠点病院の相談実績をタイムリーに把握できる。 

 

【医療の問題点、解決すべき課題の発見】 
 全国の患者さんから寄せられる相談の中に、早急に対応すべき医療の問題点、 
 学問的に解明すべき課題を見出すことが可能である。 

 

【患者さんの満足度向上】 
 相談対応者の相談力が向上する事で、患者さんの満足度の向上に繋がる。 
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